条件付き一般競争入札の実施について（公告・個別事項）

　次のとおり条件付き一般競争入札を行うので、地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第 167条の６第１項の規定に基づき、条件付き一般競争入札の実施について（公告・共通事項）（総合評価方式）及びこの公告により、公告します。
　　令和８年10月13日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富山県高岡土木センター所長　　　

１　入札に付する事項
	工事番号
	第4716900号

	工事名
	一般国道４１５号道路橋りょう改築（対港橋その２外）防護柵補修工事

	工事場所
	高岡市能町外地内

	発注工種
	防護柵工事（以下「当該発注工種」という。）

	工事概要
	延長　Ｌ＝189ｍ、防護柵補修工　Ｌ＝189ｍ
（対港橋その１　Ｌ＝22ｍ、対港橋その２　Ｌ＝167ｍ）、
落下物防止ネット取替工（対港橋その２）　Ｎ＝１式

	工期
（本工事は余裕期間制度（フレックス方式）（注）対象工事である。）
	契約を締結した日の翌日から令和９年３月17日まで
　ただし、本工事は余裕期間制度（フレックス方式）対象工事のため、次に記載した工事の始期の期限及び工事の終期の期限の間で、受注者は工事の始期及び終期を設定（※）することができる。 
工事の始期の期限：令和８年11月24日まで
工事の終期の期限：令和９年３月17日まで
(※) 受注者が工事の始期及び終期を設定する場合、契約締結前に工事の始終期通知書（様式第108号）により工事の始期及び終期を担当部署に通知すること。なお、工事の始期及び終期は、日曜日、土曜日、休日及び12月29日から翌年の１月３日までの日を除くものとする。

	予定価格
	20,690,000円（消費税相当額を除く。）

	調査基準価格
	有

	総合評価方式
	・簡易型（Ｂタイプ）
・施工体制確認型

	その他
	余裕期間制度（フレックス方式）対象工事の実施にあたり、この公告に記載のないことは、富山県土木部所管建設工事に係る余裕期間制度（フレックス方式）試行要領及び特記仕様書による。 


　　（注） 余裕期間制度（フレックス方式）とは、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、全体工期の範囲内で受注者が工事の始期及び終期を設定することができる制度をいう。全体工期とは、余裕期間と実工期とを合計した期間をいう。余裕期間とは、受注者が労働力及び建設資機材を計画的に確保するための期間で、契約締結日の翌日から工事の始期の前日までをいう。実工期とは、実際に工事を施工するために必要な期間で、工事の始期から工事の終期まで（工事に係る準備期間と後片付け期間を含む。）をいう。 
余裕期間の間は、工事（工場製作、測量、資材の搬入、仮設物の設置等の準備工事を含む。）に着手してはならない。ただし、現場に搬入しない資機材の準備及び技能労務者の手配（以下「準備等」という。）は、この限りでない。この期間内に行う準備等は受注者の責任において行うものとする。 
余裕期間の間は、現場代理人及び主任技術者又は監理技術者の配置を要しない。

２　入札に参加する者に必要な資格（以下「入札参加資格」という。）に関する事項
	営業所（注１）の所在地
	富山県内に主たる営業所（注１）を有すること。

	資格者名簿の登載業種等
（注２）
	業種
	とび・土工・コンクリート工事

	
	等級
	

	
	総合数値
	

	同種工事の施工実績
（注３）
	工事場所
	富山県内

	
	発注者
	富山県農林水産部又は土木部（以下「富山県」という。）
（なお、富山県発注工事の施工実績を有しない場合についてのみ、国土交通省又は農林水産省若しくは林野庁（以下、これらを総称して「国」という。）発注工事を施工実績の対象にできる。）

	
	期間
	平成24年４月１日から入札参加資格の確認の申請の期限の日（以下「申請期限日」という。）までの間
（なお、発注者が国の場合は、平成24年４月１日から令和８年３月31日までの間）

	
	内容
	防護柵工事

	
	その他
	工事成績評定点（注４）が65点以上として通知を受けていること。
（なお、発注者が国の場合は、工事成績評定点が65点以上として通知を受けていること。）

	その他
	


[bookmark: _Hlk196919556]　（注）
　　１　営業所とは、建設業法（昭和24年法律第 100号）第３条に規定する営業所をいう。また、主たる営業所とは、建設業法施行規則（昭和24年建設省令第14号）第19条の３第１項第２号に規定する主たる営業所をいう。
　　２　富山県における令和７・８年度建設工事競争入札参加資格者名簿をいう。
　　３　元請として完成し、かつ、契約金額が 500万円以上であること。なお、共同企業体の構成員としての実績は、出資比率が20パーセント以上のものに限る。
　　４　富山県請負工事成績評定要領に基づく工事成績評定点をいう。

３　総合評価方式に関する事項
1 　技術加算点の評価項目、評価基準及び評価点数
	評価項目
	評価内容
	評価基準
	配点

	ア　企業の施工能力
	施工実績
	平成31年４月１日から申請期限日までの間に通知を受けた入札参加資格に記載した同種工事の施工実績の有無（原則、富山県発注工事に限る。（注１））
	高岡市内における施工実績あり
	１０点

	
	
	
	県内における施工実績あり
	５点

	
	
	
	なし
	０点

	
	工事成績
	令和４年４月１日から申請期限日の直近四半期（注２）までの間に通知を受けた当該発注工種に係る工事成績評定点の平均点（原則、富山県発注工事に限る。（注３））
	８０点以上
	２５点

	
	
	
	８０点未満
７５点以上
	２０点～
２４点
(２０＋(平均点－７５))

	
	
	
	７５点未満
７０点以上
	１０点

	
	
	
	７０点未満
	０点

	
	優良表彰
	当該発注工種の優良工事表彰の有無（令和６年度又は令和７年度に受賞したもので、富山県発注工事に係るものに限る。）
	知事賞・部長賞・最優秀賞
	１０点

	
	
	
	優秀賞・良賞
	５点

	
	
	
	なし
	０点

	
	ＩＳＯ認定
	令和７・８年度入札参加資格審査の申請時におけるＩＳＯ9001の取得の有無（注４）
	あり
	５点

	
	
	
	なし
	０点

	
	技術者数
	直近の経営事項審査における総合評定値通知書に記載のある技術職員数（注５）

	「一級」１人につき２点、「監理補佐」、「基幹」又は「二級」１人につき１点を加点（上限：１０点）
	０点～
１０点

	
	配点計
	６０点

	イ　企業の地域性・社会性
	主たる営業所の所在地
	富山県内
	高岡市内
	２５点

	
	
	
	射水市内
	１５点

	
	
	
	氷見市内及び小矢部市内
	５点

	
	
	
	高岡土木センター管外
	０点

	
	災害協定への参加
	入札参加資格の確認の申請の日における富山県との災害協定への参加の有無（注６）
	あり
	５点

	
	
	
	なし
	０点

	
	除雪業務等の受託実績
	令和４年度又は令和５年度における受託実績の有無（注７）
	あり
	１０点

	
	
	
	なし
	０点

	
	配点計
	４０点

	
	評価点数（満点）
	１００点


　（注）
　　１　「企業の施工実績」は、富山県発注工事のうち元請として完成し、かつ、当該期間内に工事成績評定点が65点以上として通知を受けた工事（契約金額が 500万円以上の工事に限る。）を対象とする。なお、当該実績を有しない場合についてのみ、平成31年４月１日から令和８年３月31日までの間に工事成績評定点が65点以上として通知を受けた国発注の富山県内の工事（元請として完成した、契約金額が 500万円以上の工事に限る。）を対象にできるものとし、工事内容が判断できる資料の提出を条件として加点する。
　　２　申請期限日が　４月１日 ～ 　６月３０日までの場合は　３月３１日
　　　　　　　　　　　７月１日 ～ 　９月３０日までの場合は　６月３０日
　　　　　　　　　　１０月１日 ～ １２月３１日までの場合は　９月３０日
　　　　　　　　　　　１月１日 ～ 　３月３１日までの場合は１２月３１日
　　３　工事成績評定点の平均点は、小数第一位を四捨五入して得られる整数により加点する。なお、富山県発注工事の工事成績評定点と国発注の富山県内の工事の工事成績評定点とのいずれをも有する場合は、富山県発注工事の工事成績評定点の平均点をもって加点することとし、当該期間内に富山県発注工事の実績を有しない場合についてのみ、令和４年４月１日から令和８年３月31日までの間に工事成績評定点の通知を受けた国発注の富山県内の工事（元請として完成した、契約金額が 500万円以上の工事に限る。）の工事成績評定点の平均点をもって加点する。
　　４　令和７・８年度入札参加資格審査の申請時以降新たに取得した場合は、登録証等（建設業に関連するものに限る。）の写しの提出を条件として加点する。
　　５　発注工種に対応する建設業許可業種の技術職員数をいい、経営規模等評価結果通知書（総合評定値通知書）の通知日がこの入札の公告の日までの間のもののうち、直近の通知書に記載された技術職員数をもって加点する。
　　６　災害協定とは、次に掲げる協定をいう。
　　　・災害時における応急対策業務に関する基本協定（（一社）富山県建設業協会）
　　　・災害発生時等の物資の緊急・救援輸送、保管等に関する協定（（一社）富山県トラック協会・富山県倉庫協会）
　　　・地震等による大規模な災害の発生時における災害廃棄物の処理等に関する協定（（一社）富山県産業資源循環協会）
　　　・地震等による大規模な災害の発生時における建築物等の解体撤去等に関する協定（（一社）富山県構造物解体協会）
　　　・地震等による大規模な災害の発生時におけるし尿の収集運搬に関する協定（富山県環境保全協同組合）
　　　・災害時における応急対策業務に関する協定（（一社）斜面防災対策技術協会富山支部）
　　　・災害時における応急対策業務に関する協定（（一社）富山県緑化造園土木協会）
　　　・災害時における応急対策業務に関する協定（（一社）富山県安全施設業協会）
　　　・災害時における下水道管路施設の復旧支援協力に関する協定(（公社）日本下水道管路管理業協会)
　　７　令和４年度又は令和５年度における富山県又は富山県内の市町村との除雪業務又は凍結防止剤散布業務の受託実績はないが、令和６年度以降に受託した実績がある場合は、委託契約書等の写しの提出を条件として加点する。

　⑵　技術加算点の算定
　　　技術加算点の算定は次式による。
　　技術加算点＝①技術加算点の満点×②入札参加者の評価点数÷③評価点数(満点)
①技術加算点の満点は、20点とする。
②入札参加者の評価点数は、⑴に規定する評価項目及び評価基準により算出された点数の合計。
③評価点数(満点)は、⑴に規定する評価項目及び評価基準の配点の満点。
※ 技術加算点は、小数第三位を四捨五入し、小数第二位止めとする。

⑶　施工体制評価点の評価項目及び評価基準
	評価項目
	評価内容
	評価基準
	配点

	品質確保の実効性
	品質確保に対する懸念について、ヒアリング、資料により、その実効性を評価する。
	工事の品質確保のための適切な施工体制が十分確保され、入札公告等に記載された要求要件をより確実に実現できると認められる場合
	１５点

	
	
	工事の品質確保のための適切な施工体制が概ね確保され、入札公告等に記載された要求要件を確実に実現できると認められる場合
	５点

	
	
	その他
	０点

	施工体制確保の確実性
	施工体制確保に対する懸念について、ヒアリング、資料により、その確実性を評価する。
	工事の品質確保のための施工体制のほか、必要な人員及び材料が確保されていることなどにより、適切な施工体制が十分確保され、入札公告等に記載された要求要件をより確実に実現できると認められる場合
	１５点

	
	
	工事の品質確保のための施工体制のほか、必要な人員及び材料が確保されていることなどにより、適切な施工体制が概ね確保され、入札公告等に記載された要求要件を確実に実現できると認められる場合
	５点

	
	
	その他
	０点

	施工体制評価点（満点）
	３０点



４　提出資料
1 　入札参加資格確認に関する書類
	電子入札システム（注２）
	入札参加資格確認申請書（注１）
	様式第１号

	
	入札参加資格確認書
	様式第２号

	
	入札参加資格に記載した同種工事の施工実績
	様式第３号
（県発注工事の成績を有していれば提出不要）

	
	添付書類
	各様式の注意書き等に記載する書類

	
	その他
	


　
2 　総合評価方式に関する書類
	電子入札システム（注２）
	技術資料表紙
	技術資料様式第１号

	
	企業の施工能力及び地域性・社会性
	技術資料様式第４号

	
	企業の工事成績算出対象工事
	技術資料様式第６号
※必要に応じて

	
	添付書類
	各技術書類の注意書き等に記載する書類

	
	施工体制確認調査票
	別記１


　　（注）
　　１　電子入札システムでの「競争参加資格確認申請書」の提出をもって様式第１号の提出とみなすため、別途作成のうえ、提出する必要はない。
[bookmark: _Hlk101426403]　　２　「競争参加資格確認申請書」の提出画面において、添付資料としてアップロードする方法により提出すること。なお、提出資料の合計データ容量が10MBを超える場合には、電子入札システムで競争参加資格確認申請書を提出した上で、様式第１号を除く全ての提出書類を６の担当部署に持参又は郵送すること。

５　入札手続き及び日程
	[bookmark: _Hlk236215755]入札手続き
	期間（注１、２）
	方法

	入札参加資格確認申請書及び添付書類の提出
	令和８年10月14日（水）から
令和８年10月20日（火）
午後５時まで
	電子入札システム
(注３)

	総合評価方式に関する技術資料及び施工体制確認調査票の提出
	令和８年10月14日（水）から
令和８年10月20日（火）
午後５時まで

	電子入札システム
(注３)

	公告に関する質問（注７）
	令和８年10月13日（火）から
令和８年10月20日（火）
午後５時まで
	電子入札システム又は口頭による（注４）（注５）


	公告のうち総合評価方式に係る事項に関する質問
	令和８年10月13日（火）から
令和８年10月16日（金）
午後５時まで
	

	設計図書等の配付（注６）
	令和８年10月13日（火）から
	電子入札システム

	現場説明会
	ありません。
	

	設計図書等に関する質問
（注７）
	令和８年10月13日（火）から
令和８年10月20日（火）
午後５時まで
	電子入札システム（注４）

	入札期間
	令和８年10月23日（金）から
令和８年10月27日（火）
午後１時まで
	電子入札システム

	開札（注８）
	令和８年10月28日（水）
午前８時45分から
	電子入札システム

	入札参加資格がないとされた者の理由の説明の要求
	入札参加資格がない旨の通知を受けた日の翌日まで
	６の担当部署に書類を持参

	理由の説明の要求に対する回答
	説明の要求を受けた日の翌日から起算して３日後まで
	文書により回答


　（注）
　　１　電子入札システムにより提出する書類は、表中で締切時間を指定した場合を除き、富山県の休日を定める条例（平成元年富山県条例第１号）第１条第１項に規定する県の休日（以下「休日」という。）を除く午前８時30分から午後８時までに送信すること。
[bookmark: _Hlk101427410]　　２　持参又は郵送により提出する書類は、表中で締切時間を指定した場合を除き、休日を除く午前８時30分から午後５時15分まで（持参の場合は正午から午後１時までの時間を除く。）に担当部署に必着すること。
３　「競争参加資格確認申請書」の提出画面において、添付資料としてアップロードする方法により提出すること。なお、提出資料の合計データ容量が10MBを超える場合には、電子入札システムで競争参加資格確認申請書を提出した上で、様式第１号を除く全ての提出書類を６の担当部署に持参又は郵送すること。
　　４　質問の数が１の場合は質問機能内「説明要求内容」に質問事項を記載し、２以上の場合は同項目に「別紙のとおり」と記載した上で質問一覧表(様式任意)を添付すること。 
　　５　口頭により質問する場合は、表中で締切時間を指定した場合を除き、休日を除く午前８時30分から午後５時15分まで（正午から午後１時までの時間を除く。）に担当部署に行うこと。
　　６　設計図書等を入札情報サービス（下記ＵＲＬからリンク）の「入札公告詳細」からダウンロードすること。
https://toyama.efftis.jp/portal/
７　公告、設計図書等に関する質問及び当該質問に対する回答については、電子入札システムの「質問および回答一覧」から確認すること。なお、富山県電子入札運用基準（建設工事及び建設コンサルタント業務等）の規定により県が紙入札を承諾した場合は、紙等にて提供する。
https://toyama.efftis.jp/portal/
　　８　総合評価方式のため、開札の日時と落札者を決定する日時とは異なることがある。

６　その他
入札手続きに係る提出及び受付場所は、担当部署である富山県高岡土木センター企画
管理課業務班（〒933-0806 高岡市赤祖父211 高岡総合庁舎内 TEL 0766-26-8423）とする。
　　その他不明な点についても、この担当部署に問い合わせること。
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